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第 10回私の大字自慢
シリーズでお届けしています “私の大字自慢"。 高取町内 24

区の区長さんに大字の自慢話をしていただくページです。あん
なこと、こんなとこ、あらためて発見できるかも !?

区長さんの紹介

◎お名前 奥田 守さん

◎趣 味 庭木・盆栽の手入れ、陶芸など

◎人生の大きな出来事

産廃処理施設建設反対の旗頭である区長と

なって、重責を担つている今日です。

◎モットーは何ですか ?

何事にもより良いものを求め、誠実に対応す

るように心がけています。

○丹生谷 (1区)はどんなところですか?

丹生谷が一区、二区に分かれたのは平成6年 1月 1日 からです。

それまでは南部 (―区)、 北部 (二区)と区別して呼んでいました。当区の人□構

成は、人□約500人、うち70歳以上の方は90人、内独居の方は40人程となつて

います。このことは、高齢社会を迎えた全国共通の問題で幌 これの対応策とし

てグルツ サロンが最適と考え、サロン勝□』を昨年6月 に立ち上げました。

○サロン 勝□』でどんな事をされているのですか ?

今はボランティアの全面協力をえてく毎月1回第4月 曜日の11時～ 15時まで公

民館で開いていますも内容は昼食 (200円 )と飲み物 (100円)を提供していま魂

食後は村の古い写真集やビデオを見たり、カラオ矢 健康講座、頭の体操などを

行う中でわきあいあいと楽しい時間を過ごしてもらっています。参カロ者は60人～

70人程度です。12月 から森山商店の協力で出張販売をしていま幌

○健康体操もされていると伺いましたが ?

当区では、介護予防を目的に2年前から取り組みました。指導者は理学療法士

の方で、毎月1回第2水曜日の13時30分～15時まで、いきいきふれあいセンター

で行つています。内容は、イスに座っていても、寝転んででも出来るような簡単

で有効な体操を行つていますも参加者は、15～ 20人ほどで或 ここでも、森山

商店の出張販売がありま幌

○これからの丹生谷―区は?

当区は、ふれあいとぬくもりのある新しい村作り (絆づくり)の中心に、お年

寄りの居場所作り、交流の場とし
~Rサ

ロン隔□』を立ち上げました。

このサロン隔□』の役害」は、ただ単に食事や飲み物を提供する給食サービスだけ

でなく、村民の安否確認や困つた時の生活支援、買い物支援、介護・認知症予

防のための健康体操、頭の体操、健康管理等やろうと思えば、その可能性は大

きく広がりますも実施にあたっては焦ら哄 無理せず前へ進めていきたいと考え

ています。

○丹生谷―区の自慢

私が自慢したいのは、サロン隔□』でなく、それを支えるために集まつてくれた

ボランティア (現約30名 )の皆さんです。この人達は、まさに当区の力であり、

新しい村作りの原動力になつてくれるものと期待していま魂

当面の目標としで このボランティアと有技能者を活かし、ミニデイサービス事業

に取り組みたいと考えています。

この日のメニューはおでんで

した。ボリューム満点でとつ

ても美味しくて体も温まりま

した。

サロン 肝□」のメイン会場

健康体操は地域包括支援セ

ンターの方に来ていただき、

血圧測定を行つたり、個々に

カルテを作成 し、健康管理

を行つています。

この社協だよりは、共同募金の配分金で作られています。 -1-



赤い羽根共同募金のご報告 : 褥

た。
協力いただきました皆さま、ありがとうございまし

[たかむち小学校からの募金] [高取中学校からの募金] [街頭 (店舗前)募金]

皆様 か ら寄 せ られ た募 金 は、 町 内 にお いて も高 齢者福 祉 活動 、 児童 青少 年 福祉 活動、

障害者 (児)福祉活動、住民全般を対象とする福祉活動など地上或に役立てられています。

◎高取町内の皆さまにご支援、ご協力いただきました募金は、7割が

町内で役立てられています。その一部を紹介させていただきます。

三 ひとり暮らしの高齢者の

:皆さまが、日々お元気でお

:過ごしになられるように、

:と 民生児童委員の皆さん

:が心を込めて手作りして下

:さ った “首枕"をプレゼン

:卜されました。

: (材料費を共同募金より助成)

救急医療情報キット “命 :

のバ トン"を住民の安全

安心の為、追力0購入し、

福祉課へ贈塁しました。

(材料費を共同募金より助成)

:各大字の民生委員さんがあたた
:

:かいお正月をお迎え下さるよう
:

:にと、※ひとり墓らしの高齢者の
:

:方や高齢者夫婦 (75歳以上)の :

:             |
: 191,翠督黛1往誉P量含12翌堅2   :

一般妹い11根)募金   1,774,401円

歳末たすけあい募金      893,6681弓

2,667,069円

平成 27年度

募 金 総 額

-2- この社協だよりは、共同募金の配分金で作られています。



嵩取町毯人デラブ運奮金 活動報告

菫謡クラプが奎蒙摯轟亀講問しました I

苺年、者人会菫謡クうプが悪母圃①轡さんと歌徹踊して壼龍ずる

ことを目艶まこ訪錦して繰ます。事鶴慧 “量の融'や “無0窯飾情・、
二
藤戸の花嫁"など琶技饉し、その機は慈母国の普さんと1賓重 |こ

嬢い、褻頃の繰雪の成果を発揮し含しヽ載した,どの歓も皆さん一

纏1こ □ずさんだつ手拍子を打ったり、荒寅 L/た轟しい時閣警過ご

させてい竜だきました.慈母薩の告さん、また歌与ヽましょう !

寓取健民グラウンド清掃奉仕在行いました 1

平成 2丁 毒 9周 3③ 翻 〔水)、 轟年
:

恒5ま曇高取健霙グ鬱ウント滝揮を
:

行い.載 したゃ秋 |こかけでの惜事 1こ
:

薩けて、皆さんが気持ちよ<利用

できるよう1こ と、総議約 罐器 墓⑮

金彙で筆弓|きを衝きヽました.   :
:

Ｉ
「
‐
‘…
…
一

夢
』

一
一
　

　

一簾

赤暮ヽ襲根共同募豊‐1=よ轟
蝙 |みよ:ヽ地域|づ(摯支援事業歯1饒鱗金喪付事‐翻 1

|み轟‐1謎輔び―く準菫颯 業JI鍮戴攀講の募集鍾了磯饉蛉覇蒙攀 りま1嚇鶴

飩辟白郎暉可予猾鱚警膠蜃軋写
計鰺1録|1懃||1時妻■義1襦|||■■||

麹‐‐1/4‐ 名 事|1業‐■轟
４
１ 静く|わく二|ンージー

=ル
竃児サTPI距1静く静くエンジ

=Jレ
2 霊のよξl~■露露員會 第3回町家の率は 毎‐ぐ惨
・８ 牌 ⑬壌其ふ&響 1趣嚢‐国際妓1好畿議鶴金 1舗齢itng群む羹金IC轟彙鶴彙

4 置取時ボ争|ン|テ導p艤輝蓬轟轟 攀菫羅1竃所運営賣燿欝畿ほか

5 鋼電毒難かよ与康疇 ジ|■ ンボ雛作成
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ボランテイア入問議塵実施報告
高取町ボランティア団体連絡会藍催 晰
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第 1回
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6∫17

ボランティアと嘩?

ビデ材上瞼

第 盆圃 副19
轟撻症サ革―デー羹漱講座

莉向ぶ予ンティア選翻 式講

第 3国 10/21
免達地見学壼

阪饉燕亀の浦サロン

轟纏圃 12∫5
な藝ぶランテイアフ

ェスタ 2015へ参加

i卜へ [  :

馨

高戦翻際薦綾 翻際交流ホ黒∫夢iこて (高取難雄塞鑢祉懺轟塞主鐵つ

ギザベラ・ア中力ぺ予』デル難プ|こよるチヤ讐テイコンサ策卜場‐開催しましたト
『イザベラ・ ア・ 力ベラ量は、オーストラリア灘立サザンクロユ大学仲学生産牛i響 :こ結載されたアカ

ベラグJレ ー拶
:で

す中粟日本大農業の被災蓄支援と日本とオーストラリア鋳蔵輯壁目的といて、□本齢地

でチゃつティコンサートを開かれています=争翻鋼赫て高鍛嘩で開催し (11「 8)、 CD諏蒟鍮救懸金や

去鳩入り難錬に設置もた警壼鵠へ①墨援金!ま言饉県と糧島県鍛支援機鉢等へ寄付もヽ趣振ました。ま鮭、

こぬ壼蠍にご繭置いただ華ました、釘内の企業 =阿 PO団体犠からもご寄付登疇難したり、メンプ電―曲

ホームステイを受‡す入れて讐ゝ鎌だlす るご家庭も議響、織面をお購りしまして軍く鐵専L申 移上げ畿す。
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‐  進学含宿とは・・・

赴かもち咽疇羹無こ通う 4・ 5・ 6年生を対

象:こ希望奮を募ιブ、約 3日間親元を離極集圏

生活を行もヽ、義分籍ことは轟分でする {自立

心を養う〉、またボランティア器方々 録鐘馨

:鰯  習彗蹴 ‐霙:
簗|がもてしくので1まないかと書え1毎年爾鐘神めてお餅つきをしま伊

た 1思 つた環止ほ杵が重か

った。つ彗たてのお麟概ま

すごくおいしかった I  I

撃 花火大会  |■
みんなで一緒に花究が出素

で楽しかつた.合宿曲農い慧

嚇出になりました。

たか とり進学合宿実行委員会よ り …地域教育ネ ッ トワー クの拡充 を目指 して～

遇学台宿を終え、書期した子ども達から「鱗れしヽよ達ができた1、 まみんなで饉角すること保大切さを知つたJ、

階 鍛できないような件験ができたJなど隻議で話彗てくれた織がE霧最的でもた。無襲攀0方からは、量憑学き

宿から幡つてきてから、少もた{ま 暑くな __たように慧与ヽます」、「家織手置いをしてくれ岳ようになりまもたJ、

「私たち織も子育てをもⅢ…護見直す農いきつか:十 になつたfと しヽうご感態もしlた だきました。ご協力tヽただい

な讐さんからも、ま近所で警鸞じた子ども達ざ轟tlさ つもでく.れるよう:こ なつた』、:進学合宿に携諄つたことで、

地1域ぬ子ども1講地域で育てていかなければという気持ち:こなつた機などのお声もいただきました。こ的機、皆さ

まからのたくさんのご慧見を竃まえ、当実‐行委員会は、学校・FTA,自治会 ,ボランティア舅体等が共動し、地

域ぐるみで子どもたちを育て帰機選を無成し、地域宝体のつながりを深めていかなければと竜えております。
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: ボランティア活動琶から新しもヽ101間に、ボランティア遷軸の喜びを無え、多く⑮学びや体験を選し、

1ともに生きる社塞の一曇として、一人ひと場の生き応が響菫される柱蓋の大切さや気づきの心を電む

―動となること警薗的|こ開催いたしました。このイベントは、集婁県ボうンティア達纏協議会が主催

験県内各地鳶毎年一回鸞鰹されても罐 す。つ年は高取町社念鶴祉魏議会と薦取難ボランティア圃la‐連

縄金が共催し、平成27年 番2月 5園 《土》|こ 高取町リベルテホールで鷺簿いたしました。

手話をおぼえよう !
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ふれおい鑢工島β〈高取晦〕

ごんだ汁・かやくごはん機

み準び壼 (高取謝)

手作峨遍平欝

奈農県手査つなぐ議成憲

昴お轟憾、パザーも鑢曜
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れあいとぬくもりある高取

助け含い活動

高齢になうた|とき●病気や障1害、要介護、認矢□症等の状態になつたとき●介護1保
1険制1度|をはじ

めとするさまざまな制度|こ よるサニビスを利用することができ|ます
「

■|■|■|||■■|■■|■■

しかしtl希」度によ|るサ|■|ビ |ス|では対応できなかったりt角翠決が難しいIFo81題も|あり|ま|す :|1反人や

地域の人と交流―を持ち●tヽきいきと暮らし続けてい<ため1=tl動け含し`活動か大きな1漫‐勤|を彙
||    |   |■ ||||||||||||||||||||||■ |||||||‐

||||||||||||‐ |‐ |||||||||||||||||‐ ||||||||

た|しますよ―■■ ■|■ |||■ ‐
|‐|   ‐            ‐   ・ ._.‐ .‐ ‐■■■■

地域での交流の場、居場所(サロンなど)

があれば、顔の見える関係づ<り が構築

しやす<、 困つたときには気兼ねな<助

け合うことができる

みんなが「お互い様」と

いう気持ちがあれば助

け合い活動がひろがる

「お互い様」という気

持ちは、顔の見える関

係・交流が不可欠

*曇輩禦襲婆禦≧糞≧雲≧二重些≦≧曇璽曇雲≧曇

■唐場所づくり|にはお恭
―
を飲|んだり、ぉしゃべりをする|だけでなく|・|

1通株法動t‐妹藻おか|ム 11スポーシな|ど活動‐亮基|ま様長1=|あら―ますFI

1地域にす|む多1世代の1人々が自由に参加でき、041ラ ||||ので1李う場rl■41げ|||■ |ヽつ子|つ

1地1或での助け含う力が強<なります: |  
‐

|| |■ |■■■‐|‐ ■ |■ ||■■■■■|■■■■

|||||1奈ⅢⅢ

"拳

会|lt‐|1域|おけ―́甲|1基 :ヽ1逸
‐勤‐左農畠子るたあiきも1畠揚岳15klらを豊

||||てい|||い|||ネ

`い

すす。「虐場所|ついてもちと話を簡しヽてみたい」|「真体的僣と|んな

1活動|をしてい|るの|?JIな|ど1疑間に忠うこ―とがありましたらお気軽にお問い合わせください:‐||

(問 い合わせ先)高取町社会福祉協議会

0744-52-3865(土 ・ 曰・祝休み)    担当 :宮本

防犯力|メ|ラ|を設置した.大字 助成金額

|ヽ二佐大宇| ■01万円|

市尾大字 ■01万1円

韓 婢 101万円

…

101万 1円
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